
災害概要
　原因：枯損木の落下　　発生月：８月　　ＦＷ研修：1年目　　年齢：37歳
　受傷部位：首　　傷病名：骨折　　作業内容：間伐、伐木

発生状況
　緩傾斜。ヒノキ50年生、チェーンソーで間伐を実施。
　枯れたマツを伐倒しようとして、チェーンソーで根元を切断したとき、倒れる途
中で折れ、枯れたマツの先端部が頭に落下してきて頸椎を骨折した。

事例 No.06
枯損木の
落下

間伐、伐木

枯れたマツを伐倒したとき、
倒れる途中で折れて、その先端部
が頭上に落下し直撃した

ヒノキ林（林齢50年生）
傾斜緩やか

枯れ木（マツ）



災害事例

原因
　枯木の伐倒による幹折れ。

再発防止対策
● 枯木の伐倒は危険作業と認識する。
●  枯木等の伐倒は、単独で作業せず複数人で安全確認をしながら作業する。特に支
障がない場合は放置するよう指導。

●  枯れマツの危険区域を表示し標識等を立てて立ち入り禁止とする。

けん引具と林業機械を使った処理方法

伐倒前の樹木調査

重機

ロープ

チルホール（けん引具）

ウインチ

グラップル

枯れマツの処理は危険なので、
近づかないで作業する必要があります。
危険区域外から、チルホールや重機の
ウインチを利用して引っ張るのが有効です

樹冠の調査

幹の調査

地表の調査

折れそうな枝や
引っかかっている枯れ枝はないか？

キノコ類の付着
内部の腐朽？

空洞や裂けはないか？

地面の盛り上がり
根張・根株の腐朽の兆候？
根返りの可能性？

キノコ類やフラス（木屑と虫の
糞が混ざったもの）はないか？

調査や伐倒作業の際に木を
大きく揺らすとキケン！

全体的に樹木が腐朽している場合
胴折れを起こし幹・枝が落下

伐倒に取りかかる前に樹冠、幹、地表の
調査を行うことが大切です。腐朽は外か
ら見ただけではわかりにくい場合もある
ので注意が必要です




